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 平 成 ２ ７ 年 第 ２ 回 教 育 委 員 会 定 例 会 

 

平成２７年第２回教育委員会が平成２７年２月１３日午前９時３０分に招

集された。出席委員、議事の大要は次のとおり。 

１ 日  時   平成２７年２月１３日（金） 午前９時３０分から 

２ 場  所   健康センター第１会議室 

３ 付議案件   別紙議事日程のとおり 

４ 出席委員   松 村  重 樹（教育委員長） 

植 松  紀 子（委員長職務代理） 

稲 田  瑞 穂（委員） 

宮 川  保 之（委員） 

坂 田  篤 （教育長） 

５ 出席説明者  絹  良 人 （教育部長） 

栗 林 昭 彦 （指導課長） 

粕 谷 靖 宏 （教育総務課長） 

山 下  晃  （生涯学習スポーツ課長） 

伊 藤 高 博 （図書館長） 

森 田 善 朗 （郷土博物館長） 

清 水  明  （統括指導主事） 

古 見  誠  （指導主事） 

佐 藤 裕 樹 （指導主事） 

 

６ 書  記   田 中 留 美   

７ 傍 聴 者   なし   
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平成２７年第２回清瀬市教育委員会議事日程 

 

平成２７年２月１３日 

午  前  ９時  ３０分 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名 

 稲田 委員 

 

日程第２ 教育長より報告 

 

日程第３  教育委員より報告 

 

日程第４ 報告事項 1 平成２７年度教育予算案の概要について 

 

日程第５ 報告事項 2 清瀬市コミュニティプラザ条例の一部を改正する条

例について 

 

日程第６ 報告事項 3 清瀬市立科山荘の指定管理者の指定について 

 

日程第７ 報告事項 4 いじめ調査月例報告について 

 

日程第８ その他 今後の日程について 
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議事の日程並びに議事の大要並びに議決事項 

委員長が開会を宣言し、議事に入る。 

 

（松村委員長） 

 平成２７年第２回清瀬市教育委員会定例会を開催いたします。 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名 

委員長が植松委員を指名。 

 

（松村委員長） 

 日程第２ 教育長より報告お願いします。 

 

（坂田教育長） 

おはようございます。２月１２日の読売新聞に「小学校６年生の児童未来

予想図幸福度高く」という記事が掲載されておりました。内容は、自分が大

学生になった頃、幸福に感じているかという問いに、とても又は、かなりと

回答した児童が５６．２％。１９７９年に同じ調査を行っているのですが、

２０ポイント以上の大幅な増加があったということです。但し、自分が中学

校に進学した際の生活の変化について質問した内容ですが、勉強時間が増え

るだろうと回答した児童は、前回比１１．６ポイント減の７６．４％。テレ

ビを見る時間が減ると回答した児童は３３．２ポイント減の５３．５％、友

達と遊べる時間が減るだろうと回答した児童は、２８．４ポイント減の５３．

４％でした。このデータは恐らくですが、それほど勉強しなくても、又テレ

ビや友達と遊んでいても、多分、自分が幸せになれるであろうと考えている

心の現われではないかと思います。この調査を行った東京成徳大学の教授は、

少子化で高校受験などのプレッシャーが減り、特に頑張らなくても何とか幸

せになるだろうと思う子どもが増えていると分析をしています。あくまでも
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発達の途中である小学校６年生の未来予想ですので、一概にこのデータのみ

で語ることは大変危険ですが、子どもの困難に立ち向かう意欲や解決する力

が落ちている１つの現れではないかと私は思いました。 

 少子化・便利化・情報化・核家族化など子どもを取り巻く社会環境が急激

に変化をしている中、この課題解決は一朝一夕にはいきませんが、私ども教

育に携わる者として、このデータは看過できないと感じました。前回の教育

委員会でもお話し申し上げましたが、これからの子供たちに最も必要なもの

は、若竹のようなしなやかで、強かな心と私は信じております。そのために

は、困難に立ち向かって、それを乗り越える体験が必要です。 

去る２月８日に第６回中学生駅伝大会が味の素スタジアムで開催されまし

た。松村委員長、宮川委員にはご出席をいただき、ありがとうございました。

本市からは東星学園を加えた６校、４２人の生徒がエントリーをし、襷をつ

なぎました。当日は非常に寒い一日であって、風邪によるエントリー変更等

もありましたが、生徒・先生方・保護者の皆様方が沢山会場にいらっしゃっ

て、力強い応援をいただ結果、女子は２１位、男子は３９位といずれも過去

最高の成績を収めることができました。苦しく、寒い中でも走りきった彼ら

は、心の中に困難を乗り越える力をまた一つ積み重ねられたのではないかと

思っています。このような経験の積み重ねが、しなやかで強かな心を育むと

私は思います。総合順位はまだ出ておりません。近々に発表がされるそうで

すので、またご報告いたします。 

２月９日の教育委員会表彰式典においても、本市の子ども達のしなやかで

強かな心を見ることができました。本年度はスポーツ部門７名、芸術部門１

名・２団体、その他部門１名のいずれも大会等で優れた成績や功績を収めた

児童、団体が表彰されました。並たいていの努力では一つのものを極めるこ

とは決して出来ません。結果の裏側には、沢山のドラマがあったはずです。

小さな喜びがあったり、折れそうな心と戦ったり、また友と力を合わせて限

界に挑戦した感動があったはずです。この一つ一つの経験がしなやかで強か
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な心を作り上げていくものと考えます。表彰を受けた後、受賞者から一言ず

つ感想を述べていただきました。いずれの児童からも力強い言葉が聞かれま

したが、中でもその他部門で表彰された第三中の男子生徒の言葉は心温まる

もので、感動いたしました。彼は、小中学校義務教育９年間を無欠席かつ無

遅刻、無早退で表彰をされましたが、その言葉とは、「良い先生、良い友達に

恵まれたから楽しく学校に通えることができた。健康に産んでくれた両親に

感謝をしたい。」という感謝の思いを伝えるものでした。 

中学生駅伝においても、スタンドの応援が彼らの一歩一歩を踏み出す力に

なってくれていたはずです。教育委員会表彰を受けた子供たちも、家族や友

達など自分を取り巻く人達の沢山の激励を受けて困難を乗り越えてきたはず

です。私は、子供たちは皆、もっとできるようになりたい、知りたい、もっ

と分かりたいと思っていると信じています。教育とは、子供たちのこのよう

な思いを受け止め、子どもに目標を与え、子どもを褒め、励ましながら、時

には徹底して教え、助言をしながら、時には挑戦を促し、叱咤激励をしなが

らもできるようになる、分かるようになるまで導くことであると私は考えて

います。これこそが教師、親を含めた大人の責務であると考えます。育てる

責任と育てられる感謝が一体となった時、子どもは確実に力をつけると確信

をしています。しなやかで強かな心が育まれるはずでございます。駅伝や表

彰、この二つの行事が、私達に教える、育つということを考えさせてくれた

のではないかと思いました。 

本日の議題は、レジュメのとおり報告事項が４件ございます。中には、次

年度の予算の概要等が各所管課から報告がございます。私からは以上でござ

います。 

 

（松村委員長） 

引き続き、教育部長報告をお願いいたします。 
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（絹教育部長） 

おはようございます。私からは、来年度の予算内示がございましたので、

教育委員会関連の主な内容についてお話しいたします。 

まず、学校関連ですが、教育総務課関連では、教育マスタープランの次期 

計画策定に伴う検討委員会の予算、平成２７年度以降に本格実施される通学 

区域に対し、通学路の安全を図るため防犯カメラの設置の予算。学校緑化推 

進事業では、校庭芝生化。こちらは来年度清明小を予定しております。大規 

模改修関係では、平成２７年度に工事を行う第三中と第二中の南校舎の予算。

今年度に引き続き体育館非構造部材の強化に対する予算。小学校５校、中 

学校２校分でございます。給食業務関係では、平成２７年度予定しておりま 

す、清瀬第三小及び第四小学校調理業務の民間委託でございます。また、食 

器ですが、ポリプロ食器からＰＥＮ食器に切り替え最終年度の予算措置で 

３校分（第八小・第十小・清明小）。これですべてＰＥＮ食器になります。周 

年行事は、来年度に第二中が５０周年、第四中が４０周年を予定しておりま 

す。 

次に指導課関連では、教育相談センター関係経費、研究指定校等推進事業、

特色ある学校教育活動費、赤ちゃんのチカラプロジュクト、清瀬市の学力向

上を図る為、平成２６年度から実施されている全小中学校での放課後補習関

係予算が引き続き計上されております。またインクルーシブ教育研究事業、

課外部活動関係の為の予算が措置されております。 

生涯学習関連では、多摩振興スポーツ振興事業の補助金を活用したなでし

こリーガーによるサッカー教室、多摩六都スポーツ教室、コミニュティプラ

ザ・清瀬けやきホールの指定管理予算。施設関係では、内山運動公園サッカ

ー場人工芝・照明の改修工事、下宿第三運動公園サッカー場夜間照明の新設

とクラブハウスの改修工事等の予算措置されております。 

図書館の関連につきましては、中央図書館冷温水発生機部品交換、図書館 

システムや図書館購入費等図書館運営費の予算です。 
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郷土博物館の関連につきましては、「清瀬の年中行事と方言」の作成、友の 

会３０周年記念フォトミュージアム冊子の予算。また、特物展事業費 南雲 

義男「西西武池袋線沿線風景スケッチ展」を予定しております。現段階では、

今の内容の予算になりますが、今後３月２日から清瀬市第１回定例会が開催

されます。そこで、審議を行い議決された後、予算となりますので、現段階

では内示ということでご理解いただきますようお願いいたします。 

 後ほど、詳細につきましては、各課の課長より説明いたしますのでよろし

くお願いいたします。以上でございます。 

 

（松村委員長） 

 ありがとうございました。ただ今のご報告に関して何かご質問があります

でしょうか。よろしいでしょうか。では日程第３ 教育委員報告です。前回の

定例会以降の活動について、各自ご報告願います。 

 

（植松委員） 

 １月２２日に東京都市町村教育委員会連合会理事会が自治会館であり、参

加いたしました。文科省の財務担当者から大枠のところの国の教育に関する

予算の説明がありました。また、新しい教育委員会制度についてのお話もで

ました。細かい点については、省略いたします。 

１月２３日に、清瀬小で研究発表があり、その時に講師の方のお話を聞き

ましたが、課題のごんぎつねの解釈について、非常に丁寧な説明をされてい

て、清瀬小の先生方も気付いていない点も指摘されていました。子供の気持

ちがどう向いていくのかを文章から読み取りなさいということを、非常に丁

寧にされていたと思いました。また、１月２８日の学力向上戦略会議に参加

させていただきまして、これからのあり方などの説明を聞きました。大枠の

ところは教育長からご説明があり、文科省の方がリーダーとして進めていか

れるということでした。これからの清瀬市の教育のあり方の戦略会議が始ま
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っていくということが理解できました。参加させていただいて、細かな部分

が分かりました。 

 ２月３日は男女共同参画センターの会議があり、年３回程度ではあります

が、私も教育委員として会議に参加させていただきました。主な内容は、ア

ミューに関することでした。また、この会議の後に特色予算のプレゼンに行

かせていただき、４人の校長先生のプレゼンを聞かせていただきましたが、

特色ある学校づくりを明確にお話されている学校もあり、昨年とは少し違う

なと感じました。 

２月９日の表彰式出させていただきました。昨年より、表彰された子供は

少なかったようですが、とても誇らしげで、うれしそうな表情が印象的でし

た。保護者の方々もうれしそうで、こういったことを行なうことは、やはり

良いのだと感じました。以上です。 

 

（稲田委員） 

 １月１７日に第四中、３０日に芝山小の研究発表会に行ってきました。言

語能力の研究発表でしたが、大変いい、中身のある発表であったと思います。

ただ、これからそれを研究だけで終わらせないで、根付かせていくにはどう

するかということを、先生方は大変であると思いますが、頑張ってやってい

ただけると芝山小の児童は、中学は第四中に行きますので、そういった意味

では小中連携ができるのではと期待を持たせる発表会でした。また、２月２

日に特色予算プレゼンを聞きました。昨年聞いたのは、中学校が多かったの

で、今年は小学校を聞きました。昨年度の比較をしますと、小学校の方が明

確に特色とは何かということを、プレゼンに散りばめられているような感じ

を受けました。しっかりとした特色を打ち出して、それについてどう活かし

ていくかといことを考えているようでした。良いプレゼンだったのではない

かという感じを受けました。以上です。 
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（松村委員長） 

 それでは私の方から、１７日第四中の学校公開へ行ってきました。２３日

は清小の研究発表、２４、２５日は美術展が市内でありましたが、２５日に

行ってきました。全小中学校の作品が展示されていましたので、毎年行って

思うことですが、作品の中にはキラリと光る作品がいくつもあります。もっ

と指導してあげれば表現する力というのがもっと身に付くのではと感じます。 

また１月３０日、３１日にありました北多摩支部（４市）の美術展ですが、

昨年度から行くようにしているのですが、これも市町村によって全く違いま

す。美術の部分において、清瀬のお子さんの作品もいいものがありますが、

もっと表現できるのではないかと感じました。その点は、非常に残念に思い

ます。 

 ３０日は第六小の研究発表、清明小が３１日の学校公開で、横山直樹氏を

講師に招き、講演があったようですが、私は午前は行けませんでしたので午

後の展覧会に行ってきました。教育長・市長は参加されていらっしゃるかと

思いますが、横山直樹氏は粟を皇室に献上されている農家の方で活躍されて

いる方です。情報が明確に入っていれば私も講演を聞きたかったのですが残

念でした。２月３日は特色予算プレゼン、５日の連合会の研修会は講師の方

の爽快な発言でしたが、どれだけ実現できるのだろうといった感想です。第

二中は大規模改修後、初めて北校舎に入りましたが、とてもきれいになって

いてびっくりしました。ただ、掃除がきちんと出来ていません。生活の乱れ

に繋がると思いますので、ご指導ください。２月８日の中学生駅伝大会行っ

てきました。１つ提案ですが、ベンチコートを作りましょう。選手として選

ばれた子供たちは絶対にそれによる連帯感が出てきます。予算等の問題もあ

るかと思いますが、手だてはいくらでもあるかと思いますので、出来れば来

年度はベンチコートを用意してあげたいと考えます。 

 それから９日の表彰式は毎年楽しみにしていますが、一生懸命頑張ってい

る子供たちを、あのような華やかな場面で称えてあげるということは、非常
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に良いことだと思います。以上です。 

 ただ今の報告に関して、何かございますでしょうか。 

 

（坂田教育長） 

教育委員会表彰をもっと多くの方々に見ていただきたいと思っております。 

他のイベントと合わせて、表彰ができないものでしょうか。彼らをもっと称

えてあげたいと思いますがいかがでしょうかでしょうか。 

事務局には検討していただきたいと思います 

 

（松村委員長） 

 では、事務局方にはご検討ください。よろしくお願いします。 

ではよろしいでしょうか。先に進めます。日程第４報告事項 1 平成２７

年度教育予算案の概要についてです。それでは各所管課ごとに報告願います。 

 

（粕谷課長） 

平成２６年度予算案の概要について所管ごとにご説明いたします。はじめ

に教育総務課所管の８項目についてご説明します。 

１点目は教育振興計画の策定でございます。現行の教育総合計画マスター

プランは平成２７年度で計画期間を終了したしますので、次期計画の策定に

あたり検討委員会設置のための経費を予算計上しております。本年度も検討

委員会に係る予算を計上しておりましたが、本年度は検討委員会を設置して

本格的な検討を行う前段として、現在策定中の市の長期総合計画を踏まえ、

事務局管理職及び校長の代表によるプロジェクトチームにより現行マスター

プランの課題整理及び検証作業を行ったことから、検討委員会は設置いたし

ませんでした。 

事務局といたしましては、現行計画の期間を１年延伸させた上で、平成２

９年度には新たな計画を策定できるよう、平成２７年度中に有識者、校長の
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代表、市民公募委員、保護者、生涯学習関係団体の代表等を委員とした検討

委員会を設置して、本格的な検討に入る予定でございます。 

２点目は、防犯カメラの設置でございます。本事業につきましては、これ

まで学校に設置している防犯カメラとは別に、児童の安全対策として新たに

東京都が設けた補助制度を活用して、道路等に防犯カメラを設置するもので

ございます。平成２７年度は、３年前に行った通学区域見直しの際、農道の

整備により通学路の安全が確保されるまでの間、特例措置となっている下清

戸１丁目区域から、安全に第八小、第三中に通学できるよう通学路に２基の

防犯カメラを設置するため予算計上したものございます。平成２８年度以降

は、維持管理経費も必要となるため、他の小学校からの設置要望や近隣市の

動向を踏まえ、設置場所を検討してまいります。 

３点目は、校庭芝生化事業でございます。本年度までに市内で９校の校庭

芝生化を推進してまいりましたが、平成２７年度には清明小で工事を実施い

たします。学校では保護者及び校庭開放団体に声かけを行い、教育総務課も

同席の上、さる２月７日の土曜日に説明会を開催して校庭の現状を踏まえた

芝生化のメリット、工事の概要、養生期間や維持管理等について説明を行い、

利用団体からの不安や質問に丁寧に説明し、一定の理解を得られたものと捉

えております。本市では、平成２５年に東京都の呼びかけに応じる形で、「全

校芝生化宣言」を行っておりますので、未実施の学校につきましても順次整

備していく方針でありますが校舎改修等、諸事情により実施設計予算を計上

しておりませんので、平成２８年度の施工予定はございません。 

４点目は、小中学校の改修工事の中で主な改修についてご説明いたします。

小中学校の施設改修につきましては、児童・生徒が生活する教育施設として、

危険個所、衛生管理に関する保健所の指導や法令点検の結果を受け、予算の

範囲で対応しています。第十小の給食室排気設備及び配膳室区画整備につき

ましては、児童数の増加により配膳車が増加したことで、給食室内の作業動

線に支障が出ており、衛生管理に問題が生じかねないため、新たに３階の配
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膳スペースに扉を設置する工事及び給食室内の排気環境を改善いたします。

清瀬中の給排水設備の整備につきましては、校舎３、４階に普通教室が配置

されていますが、両フロアとも廊下に手洗い場がなくトイレを使用している

ため、給食前の手洗いに時間がかかるなど生徒指導の上で支障があり、学校

から手洗い場の増設要望を受け、３，４階の手洗い場の増設を行うものです。 

５点目は、給食業務でございますが２項目ございます。１つは小学校の給

食で使用する食器の更新でございます。平成２５年度から小学校９校を３年

間で全校の更新を行う計画の最終年度になります。これまでに導入した学校

では、食器の材質変更だけではなく、食育の観点から、これまでのお椀と皿

の２種類の食器に加え、丼及び小皿を新たに整備したことで、特に麺類の残

滓が減少したとの報告を受けております。 

もう１点は、給食調理業務委託でございます。小学校の給食調理委託業務

を平成２７年度から新たに２校拡大する予算を計上させていただきました。

第三小、第四小には昨年７月に保護者説明会をそれぞれの学校で実施し、委

託後の心配な点などについて質問があり、説明させていただきました。 

また、説明会に都合でおいでになれなかった保護者のためにホームページ

でＱ＆Ａを掲示している旨を学校から周知していただいきました。これまで

に学校や教育委員会への調理業務委託に関して、数件の質問はありましたが、

ご意見はいただいておりません。 

委託業者の選定は、学校、保護者を含む選定委員会を設置するとともに、

ホームページによる公募を行ったところ２１社から応募があり、応募業者の

財務状況、学校給食の実績などを基準に１０社に絞り込んだのち、業者から

の提案、選定委員から質疑を行う形式のプロポーザル方式により、２社の委

託業者を昨年１１月に選定しています。このことは本年１月に該当校の学校

だよりで保護者に周知しています。４月のスタートに向け、教育総務課、学

校と業者で連携して準備を進めてまいります。 

６点目は、学校の周年事業でございます。第二中の５０周年、第四中の４
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０周年を迎えます。以前からの取り決めにより５０周年の第二中は記念式典

を開催、日程は１０月３１日の土曜日の予定と聞いております。４０周年の

第四中は、式典を行わず記念誌の作成となりますので、ご承知おきください。 

７点目は、校舎の大規模改造事業でございます。本年度から老朽化した校

舎改修のペースを加速するため、市の実施計画に基づいて、年２校の改修工

事を進める中、平成２７年度は第二中の南校舎及び第三中の２校の校舎改修

を予定しています。工事につきましては、オリンピック需要による資材及び

労務単価の高騰、震災後の本格的な被災地復興による職人の不足などの要因

から、本市ではありませんが入札不調による工事の延期も出ています。また

本事業は国庫補助対象事業として工事を計画していますが、国は地震補強に

関する事業を優先しているため、校舎改修等への補助金の不採択が生じる懸

念もございますので、工事が計画どおり進められるよう情報の収集に努めて

まいります。また、平成２８年度に工事予定の第四小及び第六小の実施設計

を行うための予算を計上しております。 

最後に、体育館の非構造部材の強化でございます。国からは平成２７年度

を目途に補強工事を完了させるよう指示が出ており、本年度に実施した専門

業者による点検結果を受け、落下すると危険な天井に取り付けられた照明、

バスケットボールのボート、壁に取り付けられたスピーカー等の落下防止措

置を行います。本事業は緊急を要することから、すでに小学校４校と中学校

３校は昨年９月に補正予算を計上して年度末までに工事を終了できるよう進

めており、未実施の７校について平成２７年度中の完了を目指して補強工事

を進めてまいります。教育総務課からは以上です。 

 

（栗林指導課長） 

引き続き指導課より、ご報告させていただきます。８点をピックアップし

てご説明させていただきます。１点目は教育相談センター関係経費です。予

算としては、前年度比で１３万１千円減となっておりますが、その中で、学
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校と家庭の連携推進事業に３，５９１千円が計上されております。これは不

登校等の問題行動に対し、家庭と連携しつつ課題解決を図る、家庭と子供の

支援員事業にあてるものでございます。清瀬市では、児童・生徒の課題解決

に向けた人材確保の必要から東京都に対し、本事業への申請をいたしており

ます。都費からは予算の３分の１が充てられます。２７年度はこの事業に９

校分の予算が計上されております。 

続きまして、研究指定校等推進事業費でございます。指導課では、学力向

上推進指定校モデル校としまして、小・中学校２校１組で２年間にわたる研

究を進めるよう計画をしております。２７年度につきましては、第四小・第

四中と第三小・第二中のグループが１年目となります。ちなみに本日の午後

にその研究発表会がございまして、今年度２年目になる第八小、清中が発表

を行います。さて、この事業については、講師費用、消耗品費がそれぞれ７

万４千円、印刷製本費１０万円については、発表にあたる第四小・第四中へ

の配当になります。全体的に厳しい財政状況の折、およそ１０万円減額とな

っております。 

次に特色ある学校推進等事業費でございます。先日、本事業のプレゼンテ

ーションをいたしました。委員の皆様には、ご多用の中、ご参加いただきま

してありがとうございます。現在、査定の作業に取り掛かっております。予

算としましては、総額４８０万円です。この中には、昨年度まで独立をして

おりました教育課題研究指定校の予算を含んでおりますので、実質的な増減

はございません。この予算は各学校に校長の創意を活かした学校支援に向け

た財源と考えておりますので、今後、プレゼンテーションに基づく査定を行

い、学校ごとに適切に配当していきたいと考えております。次に、教員研修

事業費でございます。今年度比で、８８万円の減額となります。これまで武

蔵村山市と実施しておりました夏季の２市合同宿泊研修会を次年度から宿泊

なしで、市内の大学キャンパスをお借りして行なうことにしたための減額と

なったものでございます。次に、児童・健全育成費でございます。これにつ
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きましては、中学校において実施した学校経営診（Q－U テスト）について

は来年度も継続的に実施したいと考えております。合わせて、赤ちゃんのチ

カラプロジェクトにつきましても同様の実施予定でございます。 

次に、学力向上推進事業費です。予算としては、前年度比１６７万４千円

の減額です。こちらは学習サポーターの費用について２６年度実施の査定に

基づく減額です。更には、学力向上施策に関する消耗品等の合算減額をされ

たものです。とは言え、昨年度と同様の規模で施策を進められるものと考え

ております。主な内容としては、学習サポーター事業、市の実施する学力調

査、学校図書館運営サポーター委託費、外国人英語助手の費用、また今年度

から取り組んでいます放課後補習の塾への委託費等でございます。尚、学力

調査につきましては、今年度まで算数、数学と意識調査の内容であったもの

に国語を加えることとしました。また、英語補習に関しては、来年度試行的

に小学校でも年に３回程度の授業を実施する予定でございます。 

インクルーシブ教育研究事業費についてですが、昨年度から国の指定を受

け取り組んでいる事業でございます。本市では、情報通信機を活用した特別

支援学級と通常学級との交流及び共同学習の実践的な研究を進めております。

今年度は、テレビ電話を活用し、特別支援学級同士や特別支援学級と通常学

級の交流及び共同学習に関する研究を進めております。２７年度につきまし

ては、十文字学園女子大学からの指導、支援を仰ぎ、引き続き情報機器の効

果的活用について研究してまいります。尚、３年目の取り組みであることか

ら、ある程度機材も整っておりますので、予算全体は１００万円の減額とな

っています。尚、当事業についての財源は１００％国費からの歳入となりま

す。 

最後に教育指導（中学校）費です。中学校の教育指導費としては、全体的

に厳しい財政状況の中１３万２千円の減額となっております。そのような中、

学校からの要望が強かった部活動関係の指導費、大会参加費等は今年度も同

額の予算を確保し、引き続き振興を進めることといたしました。以上、指導
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課予算全体としては、今年度比２．７％増の１億３８５１万１千円となりま

す。全体的には減額が多いですが、少学校の教科書採択に伴う指導書等の予

算が合算されたため、全体としては増額となっております。以上でございま

す。 

 

（山下生涯学習スポーツ課長） 

生涯学習スポーツ課の平成２７年度当初予算のご説明をいたします。資料

の中では９事業掲載させていただきました。その中で工事及びイベント等の

６事業についてご説明いたします。 

はじめに体育振興事業費でございます。市報等でお知らせしたところです

が、今年度、３月７日になでしこリーガーによる親善試合、サッカー教室を

行いますが、平成２７年度においても、同様の内容で実施いたします。これ

は多摩・島しょスポーツ振興事業という補助金を活用しての事業です。ご存

知のように清瀬市にはサッカー場が３面ありますが、これを有効活用、また、

地域の振興等について考えていく中でサッカー場を中心とした街づくりも考

えております。そのためには、まずサッカーに親しんでいただくよう下地を

つくらなければいけないということで、幼児から中学生までを対象としたサ

ッカー教室等の予算でございます。平成２７年度の体育振興事業費につきま

しては、１９２万７千円の予算の内１５０万円がサッカー教室、親善試合の

予算でございます。続きまして多摩六都スポーツ大会です。資料を見ていた

だきますと予算０円となっております。この内容につきましては、平成２６

年度までは、各市の持ち回りでゲートボール大会を実施しておりました。こ

れにつきましては、各市の分担金等を運用している関係で、２６年度は清瀬

市が当番市で２４万２千円の予算措置しておりました。平成２７年度は、小

金井公園の中でリレーマラソンを実施することになりました。１市２０チー

ムを募集しますので１万人規模の大会になるのでないかと思われます。１チ

ーム４名から１０名の編成で、小金井公園の中の１．８ｋｍの周回コースを
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周回し４２．１９５ｋｍをリレーするという内容です。小学生から一般の部

まで５つの部門があり、清瀬市でも２０チームの参加をしていただきたいと

思っております。こちらにつきましては、平成２７年度から３か年は西東京

市が主管市となっております。 

続きまして、体育施設管理費でございます。こちらにつきましては、内山

運動公園サッカー場人工芝２面の張替え、既存の照明のＬＥＤ化、下宿第三

運動公園サッカー場の夜間照明の新設、下宿第三運動公園クラブハウス改修

等、総額で２億７９２４万９千円となっております。こちらにつきましては、

スポーツ振興くじと東京都サッカー協会施設整備補助事業の補助金を活用し

た事業でございます。なお、業者選定につきましてはプロポーザル方式で実

施する予定です。 

続きまして、コミュニティプラザ管理運営経費でございます。こちらは今

年度に比べ予算増となっておりますが、大きな要因は、屋上防水実施設計７

００万円予算措置されております。こちらにつきましては、旧清瀬東高校の

校舎、体育館の雨漏り対策でございます。今までも小さい規模の雨漏り対策

は実施してきましたが、根本的に解決しないということで屋上防水工事を行

います。平成２７年度は実施設計を行い、平成２８年度に工事を行う２か年

の事業でございます。 

続きまして、地域市民センター等管理費でございます。こちらにつきまし

ては、指定管理者管理業務委託ですので、大きな変化はございません。消費

税が５％から８％になったことで、３％の差額について、指定管理業務費の

消費税増税分を考慮し補填するという形をとっております。 

続きまして、立科山荘管理運営費でございます。こちらにつきましては、

浴室改修と客室建具、ふすま、床内装等が汚れたり、劣化しておりますので、

１９室ある客室すべて修繕するものです。生涯学習スポーツ課からは以上で

ございます。 
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（伊藤図書館長） 

 図書館の平成２７年度当初予算のご説明をいたします。まず、庁舎管理費、

施設・設備の改修工事費でございます。こちらにつきましては、中央図書館

冷温水発生機が昨年故障してしまい修繕したところ、新たな不具合が見つか

り、部品交換が必要になり修繕を行うものでございます。 

続きまして、図書館運営費でございます。こちらにつきましては、まずブ

ックスタート事業、はじめての絵本リスト作成でございますが、１歳６か月

検診時に配布している、おすすめ図書リスト「抱っこして読んで」を改訂し、

３，５００部を作製いたします。障害者サービスボランティア講習会講師謝

礼でございますが、図書館の音訳ボランティアのスキルアップのため中級の

講習会を開催いたします。また、図書館利用カード、図書を借りるための貸

し出しカードでございますが、こちらを９，０００枚作成いたします。図書

館システム借り上げ料につきましては、５年契約の４年目となります。 

最後に図書購入費でございますが、２０００万円予算措置されており、市

の方針として結核医療を世界文化遺産に登録しようとしていることから、図

書館でも結核関係の本を積極的に集めたいと思っております。以上でござい

ます。 

 

（森田郷土博物館長） 

郷土博物館の平成２７年度当初予算のご説明をいたします。初めに博物館

事業費でございます。１点目、収蔵品管理システムの移行ですが、民具の収

蔵品管理システムです。パソコンのＯＳがウィンドウズＸＰ時に作成したも

ので現行のＯＳではプリントアウトできないということが判明し、その移行

費用でございます。２点目の伝承事業につきましては、例年行っております

様々な伝統行事等の開催の費用でございます。３点目、友の会３０周年記念

フォトミュージアム冊子印刷製本でございます、博物館が昭和６０年に開館

するのに先立って博物館を支援する任意団体として発足したのが「博物館友
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の会」でございます。その友の会の活動のひとつにフォトミュージアムがあ

ります。清瀬の歴史や文化、自然について会員のみなさんが写真付きで解説

をしたリーフレットのようなものです。それが現在２００号を超えており、

３０周年にあたり、これを冊子にするための印刷製本費でございます。４点

目は清瀬市歴史・文化双書の第２巻の発行費用でございます。これは埼玉民

族文化研究所に事業委託して、今年度発足しました清瀬市史編纂委員会の中

で、市史の民族編との位置づけをされている双書でございます。大きな２点

目、特別展事業費です。ここ数年清瀬にゆかりのある芸術家、作家のみなさ

んの企画展をさせていただいておりますが、平成２７年度は市内在住の南雲

義男さんの西武池袋沿線風景スケッチ作品展を予定しています。最後に大き

な３点目、文化財保全費です。これは、文化財保護審議会の委員報酬、市民

のみなさんから収蔵資料を寄贈していただくときの専門家への謝礼です。郷

土芸能育成補助金につきましては、清瀬に伝わっている「下宿囃子」「清戸獅

子舞」、また、伝統行事として伝わっている「下宿ふせぎ」「中里火の花まつ

り」等に対する補助金でございます。以上でございます。 

 

（松村委員長） 

 ただ今ご報告がありました来年度予算の概要について何かご質問はござい

ますか。 

 

（稲田委員） 

 教育総務課の３番目の学校緑化推進事業費の実施設計「平成２８年度は施

行予定なし」となっていますが、これは東京都が打ち切っているのですか。 

 

（粕谷教育総務課長） 

 市では東京都の補助金を活用して全校芝生化していく予定です。第三小、

第四小が未整備なのですが、第四小は大規模改修があることと、第三小は都
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市整備部が歩道整備を計画しておりまして、どこまで芝生化をしていくのか

歩道整備が終了してから考えていくということで、平成２８年度の芝生化工

事は予定していないということです。 

 

（松村委員長） 

 私から３点ほどお聞きします。まず項番５の給食業務費下段ですが、これ

は本年度７校から来年度９校になるということでよろしいですね。単純に本

年度７校、来年度９校で割返すと、１校あたり本年度が１億９０７０万円、

来年度が１億９９００万円となり、８０数万円増額となります。この理由に

ついて教えてくださいというのが１点目です。２点目は項番８、体育館改造

事業ですが小学校５校に関しては、５校で１６５０万円、１校あたり３３０

万円、中学校が２校で２４００万円と９００万円となっていますが、この違

いも教えてください。３点目は項番１４、学力向上推進事業費の放課後補習

です。２０００万円の予算ということですが、本年度は１４００万円だった

と思うのですが、その増額に至った理由を教えてください。そして、今年度

１４００万円使っていると思うのですが、費用対効果の検証についてわかる

範囲で教えていただければと思います。以上３点です。 

 

（粕谷教育総務課長） 

 給食業務費の委託費の増額については、単純に学校の数で割り返したもの

ではなく、学校規模により給食調理員の配置人数が異なります。また、清瀬

中、第四中、第五中の３校は契約から５年が経過したため、業者選定を改め

て行ったことも影響しています。これまでの選定では、５社に絞り込み、見

積額の最も低い業者を選ぶという入札の形式をとっていましたが、この度の

選定ではプロポーザル方式により、一定の市の上限額を設定したうえで、業

者への質疑を採点し、最も得点の高い業者を選ぶという選定方法に変えてい

きますので、その影響が出たものと考えています。２点目の体育館の改造事
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業につきましては、第四中２４００万円とありますが、これは現在サッシが

スチール製で大きな地震の際に落下すると危険だということで、すべてアル

ミ製に交換する工事で、第四中が対象となっております。第五中につきまし

ては、体育館の屋根が雨樋から腐食していまして、補助金を活用して整備す

るもので、中学校２校の費用が大きくなっております。小学校については、

点検した結果、指摘事項は、照明やバスケットゴールの落下防止措置だけに

なりましたので、単価としては、比較すると低額となっております。以上で

す。 

 

（栗林指導課長） 

 放課後補習の１４００万円から２０００万円に増額している件についてご

説明いたします。放課後補習にかかる学習サポーターとの合算となっており

まして、今年度学習サポーター用の予算としておよそ１０００万円、放課後

補習に１４００万円を計上しておりますが、来年度につきましては、純粋に

放課後補習に連続で活用する学習サポーター用の予算として３１１万円を計

上し、それ以外の部分にかかるものをまとめて２０００万円としたことで、

今年度と同様の規模を維持しつつ、切り分けを変えたということで、見た目

が増額となっております。効果の検証でございますが、１４校が等しく、し

っかり効果を上げているかというと学校によってはうまくいっていないとこ

ろがあるのも事実です。それについては、各学校年度当初に対象者の子供た

ちが受けたテストと、その後の１年間学習してきてどのくらい上がったのか

という効果検証のテストを先日行いましたので、その効果検証によって得点

の部分については、ある程度の判断はできますが、私どもといたしましては、

やり方がうまくいっている学校といってない学校についての検証をきちんと

していって、うまくいった学校のシステムを次年度広げていきたいと考えて

おります。たとえば、ある学校では教員がいわゆるＴ２のような形で補習に

入っている学校もあります。そういう学校ですと授業で把握している子供の
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進路と補習にきている子供たちの状況がうまくリンクして指導につなげられ

ています。改めて次年度に向けて考えていきたいのは、一人一人の子供の進

路に合わせた問題選びであり、指導計画であると思っています。その部分に

ついて、より精査をして次年度さらに高い成果をあげていけるように考えて

おります。以上です。 

 

（松村委員長） 

 ３点とも承知しました。他によろしいですか。ないようですので進めます。

日程第５報告事項２ 清瀬市コミュニティプラザ条例の一部を改正する条例

についてお願いいたします。 

 

（山下生涯学習スポーツ課長） 

 コミュニティプラザは現在、長期貸出と時間単位貸出の２つの方法で貸出

が行われております。長期貸出の団体が使用を始めてから５年経過しており、

大部分が既存の施設の継続を望んでおりますが、ある団体からもう少し使用

できる部屋数を増やしてほしいという要望がありました。そのような中、各

施設の有効活用を図るため、条例で定める施設区分の改正をするものです。 

 改正の概要としましては、資料の新旧対照表の記載のとおり、別表第１の

条例５条に基づく、時間又は、１日を単位として使用することができる施設

「時間単位使用施設」のうち、２階会議室２０６を市民の皆さんのフリース

ペースとして使用できる市民交流スペースに、３階作業室を市史編さん作業

室に、３階美術室を市内在住彫刻家より寄贈される美術作品展示室として利

用するため、時間単位使用施設から削除するものです。また、この改正では、

条例第９条による「月単位使用施設」として、別表第３に新たに２１７室を

追加するものです。この２１７室については、これまで交流スペースとして

利用していた施設を改正し、本年４月から月単位申請者に貸し出すものです。 

 ご審議のほど宜しくお願いいたします。 
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（松村委員長） 

 ただ今ご説明がありましたが、質問等ございますでしょうか。 

 よろしいですか。 

全員異議なし 

 

（松村委員長） 

 それでは続けます。日程第６報告事項３ 清瀬市立科山荘の指定管理者の

指定についてです。 

 

（山下生涯学習スポーツ課長） 

 それでは報告事項３ 清瀬市立科山荘の指定管理者の指定についてご報告

いたします。 

地方自治法第２４４条の２第３項及び第６項の規定に基づき、議会で承認

され、新たな指定管理者が決まりましたので、ご報告いたします。２７年度

の新たな指定管理者として、株式会社フードサービスシンワに決まりました。 

指定期間については、平成２７年４月１日から平成３２年３月３１日まで

の５年間となります。以上でございます。 

 

（松村委員長） 

 ただ今の報告に関して、何かございますか。よろしいでしょうか。 

 

全員異議なし 

 

（松村委員長） 

 それでは続けます。日程第７報告事項４ いじめ調査月例報告について、

お願いします。 
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（清水統括指導主事） 

それでは、例月のいじめ実態調査をご報告いたします。カラー版資料をご

覧ください。まず、いじめについてです。１月小学校総件数２７件、前月比

２件増で解消率６６.７％です。同じく中学校総件数１１件、解消率６３．６％

です。５ページ枠囲みをご覧ください。小学校・中学校別に項目別にまとめ

た事案詳細です。まずは小学校です。①冷やかしからかい、悪口や脅し文句、

嫌なことを言われるについての№１は、ここへ来て通級指導学級が決まった。

№２は自己中心的な面があり、自分の意にそぐわないことがあると物に当た

るなどキレやすい児童で経過観察及び継続指導の事案。№３は、ばい菌扱い

を受けていた事案ですが、いじめの認識後、徹底した学級・個別指導と本人

への継続的なケアをし、本人から「嫌がらせはなくなった」という言葉が聞

かれた後、３ヶ月の経過観察を経て学校から解消と報告されました。②軽く

ぶつけられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりするについての№

２は、該当児童の保護者とのスクールカウンセラーとの面談や主治医と学校

との面談を実施し、学級へは、週３日、安全管理を目的とした学級経営補助

員の配置をしております。 

中学校ですが、④金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられ

たりするについての№２は、カバンに入れておいた体育着が無くなった事案

ですが、教員と生徒たちによる見回りを３ヶ月間継続して行なってきた中で、

事案の発展性や継続性がないことから学校から解消と報告されております。

また、№３の生徒の下駄箱に置いていた靴の内部が濡らされていた事案です

が、聞き取りをするも情報が得られず、当該生徒に対して、教員が声掛けし

ながら経過観察をしていく中で、事案の発展性や継続性が無いことからこち

らについても解消と報告されております。⑤嫌なことや恥ずかしいこと、危

険なことをされたり、させられたりするについては、№１の部活動の友人関

係をとおして、友人宅において恥ずかしいことをされたという事案です。事

実関係の把握と共に、個別指導が進められ、保護者とも一致した指導を展開
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することで指導が進められております。当該生徒は、一時部活動を休んでお

りましたが、１２月には復帰しており、現状では、部活動の大会やスキー教

室にも元気に参加しているということです。このような背景から見えてくる

ことは、「事案発生からの粘り強い対応」早期発見・早期対応に向けた組織的

な取り組みが進められている中、長期にわたり経過観察し、当該児童・生徒

の心のケアや、関係児童・生徒を含めた周りの児童・生徒への注意喚起を行

い、再発予防に努めた事案が解消と報告されております。 

いじめが対象としては、消滅した後も、それ以前の人間関係に至ることは

非常に難しいものであり、行為としては、消滅したとしても、心理的な側面

では、トラブルを経験した人間関係が継続していると考えながら対応するこ

とが必要であると考えます。その意味では、今回解消と判断された、物隠し

事案は、意図的な指導と観察を組織的に継続してきた結果として、解消と判

断されております。事案に対する意識を指導者が継続した結果として受け止

められるものです。また、外部人材の活用として、これまでも出てきており

ますが、いじめという人間関係にいる子供の中に感情の過度な表出が原因と

なることがございます。この場合の、多くが解消に至るプロセスの中で、専

門家からの支援を受けることが必要となってまいります。いじめ問題の要因

を分析し、必要に応じて、外部人材を効果的に活用することで、対応の幅を

広げている事例が増えてきており、即時対応の必要性と専門家への相談を積

極的にしていくことを一つの大きな要素としてアピールしていきたいと考え

ています。 

続きまして不登校ですが、月を追うごとに不登校者数が増加してきている

とともに、不登校につながる確率が高い児童の欠席日数３０日未満の人数が

減るのではなく、維持されている状況です。言い換えれば、新たに欠席日数

が増えてきている児童・生徒が出現してきているということになります。長

期欠席者への学校との関係性の維持に力を尽くすとともに、この不登校につ

ながる確率が高い児童の登校促しや目標を持たせる等の指導にも力を入れる
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ことを学校へ伝えて行きたいと改めて考えております。小学校ですが、報告

された総数は２７名、前月比増減０.そのうち、欠席に日数３０日以上の児童

は、２２名、全欠１名を含む前月比増減０。分母を３，８３６名とする出現

率は、０．５７％であり、文部科学省の「平成２５年度児童生徒の問題行動

等生徒指導上の諸問題に関する調査」における出現率の全国値である０．３

６％を上回っております。一つの指標ではありますが、参考にしたいと考え

ております。また、グラフ下の枠囲みに記述内容をカテゴリーに分けてキー

ワードで示しましたが、今回新たに、特別支援教育コーディネーターが追加

されております。全てのケースに当てはまるわけではありませんが、学校に

は是非参考にしてほしと伝えていきたいと考えております。 

次に中学校ですが、報告された総数は６２名、前月比３名増。そのうち、

欠席に日数３０日以上の児童は、４７名、全欠４名を含む前月比増減０。分

母を１，７６７名とする出現率は、２．６６％であり、「平成２５年度児童生

徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」における出現率の全国値

である２．６９％を下回っております。枠囲みで記述内容をカテゴリーに分

けてキーワードで示しましたが、今回新たに、家族が追加されております。

小学校同様、進路・高校見学・等の言葉が報告されています。生徒にとって

は、進学は最大の関心時であることは間違いなく、長期欠席者にとって、最

大の不安材料ということも間違いないであろうと考えます。一方で、登校促

しにつながる大きな要因にもなりうることを押さえたい。様々なことに試み

ながら、粘り強い対応が進められています。周知のとおり、長期化が進行す

るほどに学校復帰は困難となり、長期化が進行している状況下にあるケース

についての促し策等を検討するとともに、予備軍である欠席日数３０日未満

の生徒への対応を具体的に進めたいと考えます。 

以上、集計結果からのご報告です。 
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（松村委員長） 

 ありがとうございました。この件に関しては、何かございますか。 

 ないようですので、進めます。日程第８その他 今後の日程をお願いしま

す。 

（粕谷教育総務課長） 

次回３月の定例教育委員会を３月２５日（金）午後３時３０分より、アミ

ュー講座室１を予定しています。 

 

（松村委員長） 

他によろしいでしょうか。以上をもちまして、平成２７年第２回清瀬市教

育委員会定例会を閉会いたします。 
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閉会 午後 １１時 ３０分 
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